
１　歳入・歳出要求額（総額） （単位：千円）

特　定　財　源 一　般　財　源

歳　入　予　算　額　　 Ａ 24,423,206 11,025,336 13,397,870

歳　出　予　算　額　　 B 28,869,689 11,025,336 17,844,353

差　 　　引　　 　額  Ａ－Ｂ △ 4,446,483 - △ 4,446,483

２　歳入・歳出査定額（総額） （単位：千円）

特　定　財　源 一　般　財　源

歳　入　査　定　額　　 ａ 176,794 486,382 △ 309,588

歳　出　査　定　額　　 ｂ △ 669,689 486,382 △ 1,156,071

差　 　　引　　 　額  ａ－ｂ 846,483 - 846,483

３　最終予算額（総額） （単位：千円）

特　定　財　源 一　般　財　源

歳入予算額　α＝ Ａ＋ａ 24,600,000 11,511,718 13,088,282

歳出予算額　β＝ Ｂ＋ｂ 28,200,000 11,511,718 16,688,282

差　 引 　額    α－β　 △ 3,600,000 - △ 3,600,000

※　財源不足額（36億円）については、財政調整基金、減債基金及びボートレース鳴門まちづくり基金

　　より補てんする。

４　基金残高（普通会計活用分）の推移 （単位：千円）

区　　　　分 令和４年度末 令和５年度末（見込） 令和６年度（当初）

財 政 調 整 基 金 3,558,708 4,987,703 2,792,438

減 債 基 金 1,670,365 1,603,094 1,279,139

そ の 他 特 定 目 的 基 金 4,273,099 3,459,404 1,735,247

計 9,502,172 10,050,201 5,806,824

※　「令和５年度末（見込）」は、一般会計3月補正予算（第10号）までの増減を反映した基金残高である。

※　「令和６年度（当初）」は、令和６年度当初予算における財源不足額を補てんした後の基金残高である。

令和６年度一般会計当初予算　要求額・査定額総括表
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